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１ 目的 

 この整備方針は、大垣市内における消防水利施設等の設置及び維持管理について必要な

事項を定めることにより、適切な消防活動を推進し、火災等の災害による被害の軽減を図

ることを目的とする。 

 

２ 現状と課題 

 地震発生時や強風時において同時多発的に火災が発生拡大した場合、消火栓や防火水槽

等の消防水利が使用できなくなることが懸念される。 

 予防策としては災害時に使用できる消防水利を十分に確保しておくことが重要であり、

耐震性を有する防火水槽を整備することは初期消火体制を構築する上で必要不可欠になっ

てきている。 

 また、消火栓、防火水槽とも経年劣化による腐食、破損が生じてきており、有事の際に

有効に活用できるよう点検修繕が必要である。 

 

 ⑴ 消防水利の状況（令和5年4月1日現在） 

  ① 消火栓 

地域 水道消火栓 井戸式消火栓 合  計 

大 垣 1,942 373 2,315 

上石津 0 0 0 

墨 俣 86 15 101 

合 計 2,028 388 2,416 

 

  ② 防火水槽 

   １ 規模別 

地域 100㎥以上 
60㎥以上 

100㎥未満 

40㎥以上 

60㎥未満 

20㎥以上 

40㎥未満 
合  計 

大 垣 0 9 335 15 359 

上石津 0 1 168 10 179 

墨 俣 0 0 36 2 38 

合 計 0 10 539 27 576 

 

 

 

 



2 

   ２ 種別 

地域 無蓋 有蓋 
 

合  計 
うち耐震 

大 垣 144 215 129 359 

上石津 25 154 10 179 

墨 俣 3 35 6 38 

合 計 172 404 145 576 

 

  ③ その他 

地域 河川・溝等 プール その他 

大 垣 0 27 0 

上石津 0 5 0 

墨 俣 0 1 0 

合 計 0 33 0 

 

 ⑵ 消火栓 

  大垣地域、墨俣地域は、消防水利の基準（昭和39年12月10日 消防庁告示第7号）第

3条第2項の基準を満たすものであるが、上石津地域は、簡易水道であり消防水利の基

準を満たしていないため、消防水利としては計上していない。 

  また、大垣地域、墨俣地域の消火栓は、消防水利の基準第4条に定める距離以内で整

備されており、水道管の敷設替えに合わせて更新している。 

 

 ⑶ 防火水槽 

  設置から40年以上経過している（100㎥級耐震性貯水槽及び40㎥級防火水槽設計指針

（昭和57年度）以前に設置）防火水槽は半数以上にあたる313基（大垣181基、上石津

96基、墨俣36基 設置時期不明含む）あり、老朽化により使用不能または破損事故等

が懸念される。 

 

 ⑷ 課題 

  大垣地域、墨俣地域は、消火栓で消防水利の基準をほぼ満たしており、十分な水利が

確保されていると考えられるが、水道が使用できない場合のために、防火水槽の整備を

進める必要がある。 

  上石津地域は、防火水槽により概ねカバーされているが、空白域もあることから防火

水槽の設置を進める必要があり、設置場所の確保が課題となっている。 



3 

  また、既存の防火水槽についても、過去に国内で発生した大地震の記録によると、古

い防火水槽ほど地震による被害で使用不能となる恐れがあることから、消防職員及び消

防団員が定期的に実施する水利調査により状況を把握する必要がある。 

 

３ 整備方針 

 ⑴ 適正配置の基本的考え方 

   消火栓については、当面、現行の配置を維持するが、自治会から設置の要望があっ

た際は、必要性等を検討し整備する。 

   防火水槽については、空白地域の中から、周辺水利の状況等も鑑み、用地の確保が

できる目途がついた場合に整備する。 

 

 ⑵ 老朽化による更新 

   水利調査の結果を踏まえ、不具合が確認された防火水槽について、周辺水利の状況

等を含めて検討し、耐震性防火水槽への更新、軽微補修、廃止を決定する。 

 

 ⑶ 整備に関する基本的考え方 

   水道消火栓の新設、防火水槽の軽微補修ついては、速やかに整備等を行うと共に、

消防水利の必要性を検討し、施設の廃止も検討する。 

   防火水槽の新設・更新については、市の単独事業で行うほか、国の消防防災施設整

備補助金等の補助金を活用して整備を行う。 

   また、防火水槽の更新には劣化状況等を勘案し、順位をつけるものとする。 

   なお、上石津町地域については簡易水道のため、消火栓を設置することが難しく消

防水利が不足しているため、防火水槽の設置を最優先する。 

 

 ⑷ 防火水槽更新の優先順位の考え方 

   市民の生命・財産を守る防火水槽の更新にあたっては、限られた財源で効率的、効

果的に行う必要がある。 

このため、防火水槽の状況や耐震性、設置場所などから優先度を考慮して実施す

ることとし、以下に優先度の区分を示す。 

・耐用年数 

 耐用年数50年を超えた防火水槽は更新を検討する。 

・健全性 

    本市では、消防組合職員や市職員による定期点検を実施して、健全性を判定して

おり、定期点検の結果で健全度の低い防火水槽は更新を検討する。 
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健全性の指標 

健全度区分 状態 

Ⅰ 健  全 健全な状態 

Ⅱ 予防保全 部分的に劣化が見られる状態 

Ⅲ 早期措置 大きなクラックの発生や全体的に劣化が見られる状態 

Ⅳ 緊急措置 水槽機能に支障があり、緊急に対応が必要な状態 

  ・貯水容量 

貯水容量40㎥未満の防火水槽については、更新を検討する。 

  ・耐震性能 

    耐震診断により、耐震性能を満たしていない水槽は更新を検討する。 

  ・覆蓋の有無 

  覆蓋のない防火水槽は藻等が繁茂し、消防水利として使用すると市民の財産に多 

大な影響を及ぼすため、更新を検討する。 

  ・地区地域特性 

    限られた予算の中で効果的・効率的に整備をするため、人口密集地域等の地域特 

性を考慮する。 

  

４ 今後の取り組み 

   消防水利が不足している地域の整備を優先し、修繕による保全を図りつつ、優先順

位を基に老朽化した防火水槽の更新を行っていくと共に、周辺水利の状況等も踏まえ

て廃止も検討することとする。 

防火水槽の新設・更新にあたっては、市の単独事業で行うほか、国の補助金等を

活用して財源確保を図りつつ、整備を進める。 
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５ 防火水槽整備・更新計画 

大垣市消防水利整備方針を基に、防火水槽整備・更新についての次の通り、優先順位を

設定する。 

①健全性 

 健全度Ⅲ以上の水槽を優先する。 

②耐用年数 

耐用年数を超過している水槽を優先する。 

なお、設置年度が不明な場合は、近隣住民等への聞き取りや老朽化状況にて耐用年数 

超過の有無を判断する。 

③水槽容量 

水槽容量40㎥未満の水槽を優先する。 

④耐震性能 

耐震性能が不足している水槽を優先する。 

⑤覆蓋の有無 

覆蓋されていない水槽を優先する。 

⑥地域地区 

１．人口密集地域 

２．市街化調整区域（無指定市域含む） 

３．市街化調整区域 

上記の順を優先する。 

ただし、上石津町地域については空白域の公共施設およびガソリンスタンド等の火災 

拡大や２次被害発生の要因となる施設が存在するエリアの整備を優先的に行う。 

 

以上により、整備・更新計画（大垣・墨俣地域）は別表のとおりとする。 
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大垣市防火水槽整備・更新計画（大垣・墨俣地域） 
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